



































































































































































































































































































































































































































































































































































































ける ものです。またもう lつ所管法令があり ま
す。無差別大量殺人事件を犯した団体の規制に
関する法律です。これは，簡単にいうと，オウ
ム真理教を念頭においた ものです。これはオウ
ム真理教のような団体に対して，なお現在も危
険性を保持していると認められるときは， 一定
の規制処分をする。公安調査庁の調査官は， こ
れら法令の範囲において調査をすることができ
ます。公安調査官は，強制する権限を有しない
ので，任意調査をすることになります。ちなみ
に公安調査庁というのは，法務省の外局です。
ウ その他の出向先
その他の出向先と しては，外務省，財務省，
公正取引委員会，SESC（証券取引等監視委員
会） 等があります。検事の活動領域は， 非常に
幅広いものです。
第4 検事に求められる役割とその魅力
検事に求められる役割は何かと考えてみたの
ですが， lつは客観的にかつ冷徹に物事を見る
ことです。客観証拠は何か，その証拠でどこま
で事実を推認することができ るのか。被害者の
みでなく被疑者によく聞 く必要があります。 ま
た被疑者の弁解が本当にその通りなのかどうか
をよ く検証しなければな りません。あとはフェ
アであることです。これは，当然のことのよう
に思われるかもしれませんが，検察不祥事 もあ
る関係で， 最近特に言われていることです。た
とえば，公判では，被告人にとって有利な事実
もあれば不利益な事実も ある。そこで，公判で
出す証拠としては，被告人に不利益なものだけ
ではいけない。すでに被告人と被害者との聞で
和解ないし弁償ができていれば，その証拠を出
してやる。その弁償によって被害者の方が「被
告人を赦してやってほし＂、。」という気持ちが
あるならば， それは考慮されるべきでしょう。
もう Iつフェアであることとの関連で言われ
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ていることは，撤退する勇気をもつことです。
猪突猛進はいけない。事件に着手したら起訴あ
りきではだめだとい うことです。
3つめは，物事を突き詰める情熱が必要です。
事件は多いけれども，検事の数は相変わらず少
ない。以前「ヒーロー」という検察官を主人公
にしたテレビドラマがあり，若い検事には，こ
の番組を見て検察官になったという者もいます。
基本的には，あの番組は検察の世界を描写して
います。検察事務官と検事の関係もあの番組の
ような感じです。検事が事件現場を大切にして
いるからです。しかし，実際には，検事はたく
さんの事件を抱えていて， なかなか現場に行く
ことができません。しかし，手を抜くような人
は早く辞めてほしいと思います。多くの検事は，
真相解明の情熱によって働いているのです。
検事は，その活動領域がどんどん広がってい
るので，いろいろな経験をすることができます。
検事は，今では刑法やその特別法はもちろんで
すが，初めて見るようなたくさんの法律を学ぶ
必要があります。不慣れな分野では， どうして
も裁判例をみてもなかなかよくは分からないこ
とがあります。そういう場合には，法律の趣旨
に立ち返って考えてみる必要がある。どうして
このような立法がなされたのかと。しかし，そ
の点では，むしろやり甲斐のある仕事かもしれ
ません。
あとは使命感ですが，私たちは，お医者さん
のように「どうもありがとうございました。」
という言葉をもらうことが案外ありません。し
たがって，私たちへの衰美は，「事件を無事に
適正に解決することができてよかった。Jとい
う達成感です。重大な事件になるほど，一人夜
帰宅して感慨にふけることがあります。私の話
は以上でおわりです。
司会非常に興味深いお話で，私は，個人的
にもこのようにまとまった形で検察官のお話を
聞いたのは初めてです。今日は問弁連の法曹倫
理教育に関する委員会の先生方もおいでになり，
いろいろ質問をなさりたいという感じが伝わっ
てくるのですが，これは授業の一環なので，学
生さんの質問を取り上げたいと思います。
0 さきほど関西とは違ヮて，東京では，法
廷で弁護士との問に活発な応酬はあまりないと
いうお話でしたが，検察官の力量によ ヲて裁判
の結果が異なるということがあるのでしょうか。
木下有罪無罪を含めてということでしょう
か。そうはならないように， さきほど捜査の段
階で上司の決裁をもらいながらやると言いまし
たが，公判でも同じようにやります。重大な事
件の場合，公判が終わるごとに副部長に報告し
ます。そうすると，面｜陪~長が「これは次の証人
尋問で決まるな。 この検察官だけでは十分でな
い。」と考えると，もう一人検察官をつけるこ
とになる。そういうやり方をするので，検察官
一人の力量はそれほど問題になりません。
0 民法7条では，後見開始の審判に関して
検察官の役割が規定されていますが，木下先生
は，後見事件に立ち会われたことはありますか。
木下人事訴訟においても検察官の役割があ
りますが，私はこれらの事件に関与したことは
ありません。
